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ABWってなに？
　新型コロナウイルスをきっかけにテレワークが普及し、自宅以外やコワーキングスペースなどで働くことを許可する企業
が増加し働き方が多様化しました。
　ABWとは「Activity Based Working（アクティビティ・ベースド・ワーキング）」の略で、「個人で集中作業を行う」「電話
する」「みんなでアイデアを出し合う」などの活動に応じて、最も生産性が高く働ける場所、時間、相手を自らが選択する働
き方です。

　フリーアドレスは、「オフィスの中で自席を設けない」というオフィス内での座席のルールを指す言葉です。スペース効率
の最大化やオフィス規模の見直しなどの際、選択肢の一つとなるスタイルです。
　それに対し、ABWは組織のビジネスニーズや社員の目指す成果に応じて、いつ、どこで、どのように働くか選択肢を与
え、機動力を高める「働き方」を指す言葉です。

ABWとフリーアドレスの違い

　多様で柔軟な働き方が推進される現代において、ABWを導入している会社に魅力を感じる人は少なくないでしょう。
優秀な人材ほど、自身の能力を十分に発揮できる環境を求めています。
　社員が安心して働ける環境を整備することで優秀な人材が集まり、生産性が向上することで企業側もメリットを感じるこ
とができ、双方がWIN×WINになれる働き方といえるのではないでしょうか。

ABWを導入した企業における、社員満足度
の向上率。

職場のデザインがビジター、クライアント採

用候補者の抱く企業イメージによい影響を

与えたと答えた、ABWと非ABW環境下の社

員の差。

組織の文化が柔軟な働き方をサポートして

いると答えたABW環境下の社員の割合。
ABWを導入した企業における、オフィスコ

ストの削減率。

※出典：ヴェルデホーエン社
※出典：The rise and rise of Activity Based Working, Leesman, 2017

複数の作業環境を使用している社員を、
ABW環境下と非ABW環境下で比較した際
の生産性実感割合の差。

現在の職場は、同僚とアイデア・知識を共
有しやすいと答えたABW環境下の社員の
割合。

　ABWでは社員が働く時間も場所も自由になるため、きちんと働かなくなる社員が出るのではないか、と不安に思う担当
者も多いでしょう。しかし、ABWは社員にとってだけではなく、企業側にもメリットが多い制度です。

ABW のメリット

社員満足度

企業イメージ 組織の柔軟性 オフィスコスト削減

+10%

+12% 81% 10~15%

+15% 74%

生産性実感 アイデア・知識の共有

　

景気動向
調査

　当所では、藤枝市内小規模事業所の経営動向を把握するため、四半期ごとに景況調査を実施しています。
　令和４年４～６月期の調査がまとまりましたので、概要を報告します。
※本調査は、製造業・建設業・卸売業・小売業・サービス業の５種200社を対象に行っています。今回の回収率は62.0%でした。

【主要な表現について】
○業況判断：調査対象企業が自らの業績に下した判断。
○ＤＩ値：（増加・好転と回答した割合）－（減少・悪化と回答した割合） 悪化すればするほどＤＩ値は▲（マイナス）になります。

問合せ先　藤枝商工会議所　経営支援課　TEL：054-641-2000問合せ先　藤枝商工会議所　経営支援課　TEL：054-641-2000

全産業 DI 値、マイナス幅が
縮小も原材料高騰で先行に不安

令和４年４～６月　中小企業景況調査　結果報告書
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業種別業況判断の動向表１

▲26.3 ▲17.4 ▲52.2 ▲20.0 ▲34.8 ▲10.3

R2年10月～
12月期

R3年1月～
3月期

R3年4月～
6月期

R3年7月～
9月期

R3年10月～
12月期

R4年1月～
3月期

R4年4月～
6月期

R4年4月～
6月期

D
I値

業況判断の動向（表1）：全産業での業況は、DI値▲26.3で前回（2022年1月～ 3月）より11.8ポイント改善。卸売業前回
▲37.5ポイントから今回▲20.0ポイント、またサービス業▲10.3ポイント、小売業▲34.8ポ
イントとマイナス幅が縮小しました。

全産業売上高の推移：前回▲37.5ポイント（2022年1月～ 3月）から20.1ポイント改善しました。
　　　　　　　　　　　製造業33.3ポイント改善、その他産業においても改善傾向を示しました。
全産業資金繰りの動向：前回▲17.8ポイント（2022年1月～ 3月）から1.8ポイント改善しました。
　　　　　　　　　　　建設業8.5ポイント悪化、その他産業は改善傾向を示しました。
全 産 業 採 算 の 動 向：前回▲41.5ポイント（2022年1月～ 3月）から2.8ポイント改善しました。
　　　　　　　　　　　サービス業前回▲34.3から今回▲13.8ポイントとマイナス幅が縮小しました。
全産業雇用人員の動向：前回▲11.5ポイント（2022年1月～ 3月）から8.9ポイント改善しました。
　　　　　　　　　　　製造業を除く産業で人手不足感が弱まりました。

管内全産業の業況
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